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1 はじめに 
 統計的社会調査として も広く用いられ，信頼性も高いとされてきた面接調査方は調査環境の

悪化と共に様々な困難を抱えるようになってきた。この点が指摘されて久しく，代替的な手段と

して自記式を中心として他の調査モードによる実施に切り替える調査主体も増えてきた。こうし

た調査モードの切り替えについては，その影響を慎重に査定することが求められる。継続調査な

どについては，継続性に致命的な影響が与えられるが可能性を否定できない。こうした問題につ

いて，実際の調査例を紹介しながら，簡単に論点を整理し，考察する。 
 モード間の比較は主に非自記式（調査員介在式）と自記式との間でなされることが多く，本発

表では前者の代表として個別面接法，後者の代表として留置（配付回収）法の調査を取り上げる。 
 
2 方法 
【対象調査とサンプルサイズ】 比較するのは，いわゆるオムニバス（乗り合い）方式の調査と

して実施委託した次の二つの調査であり，実施時期は 2023 年 2 月，対象地域は日本全国である。 
面接方式：A 社実施(n=1233)。住宅地図と用いたエリアサンプリング。18 歳以上男女対象。 
留置方式：B 社実施(n=1200)。住宅地図を用いたエリアサンプリング。15-79 歳男女対象。 

厳密なモード間比較のためには，調査主体やサンプリング法などの影響を抑えるために，同じ主

体が調査地点毎に対象者を複数のモードに無作為割付する実験（スプリットバロット）調査が必

要であるが，本研究の比較はその条件を満たさない点に留意する。ここでは対象年齢範囲を 18
歳-79 歳に統一し，面接方式 n=1137, 留置方式 n=1169 を分析対象とした。 
【分析対象項目】上記の実施委託項目は主に統計数理研究所による「日本人の国民性調査」から

採用している。これは上記の調査を同調査の関連兼研究特に 2023 年に実施予定の第 15 次全国調

査の準備研究として実施したことによる。一部は新規項目開発の目的で過去調査にない項目を含

めている。ここでの分析対象はいずれも「意識」に関する項目であり，人口統計的な属性など事

実に関する質問項目を除いている。多くは単一回答項目であるが，1 つだけ複数回答による質問

項目を含み，当該項目については 7 選択肢を選択の有無に関する 2 項択の 1 項目と見なして数を

カウントしている。対象項目数は 41 である。 
【対象選択肢】 面接方式においては回答票を対象者に提示しない（したがって口問口答方式に

より回答を取得する）項目が使用されることもあるが，本調査では条件統一のため全項目で回答



票を使用している。全般に二つのモードでは，「その他」という選択肢を面接調査の回答票に示さ

ない，留置調査で調査票に表示するという違いがあり，「その他」「わからない（無回答）」選択肢

での回答分布の違いが観察されることも多いので，ここではそれらの選択肢を除いて分析してい

る。項目により 2 から 4 の選択肢が分析対象となり，複数回答可の 1 項目 7 選択肢(=7 項目カウ

ント)への選択の有無の 14 選択肢を含み，項目数 41 に対し総選択肢数 137 である。 
【分析方法】 ここでは Crude に（属性に関わる分布の調整などを特に行わずに）単純集計によ

りを両モード間で回答比率を比較した結果のみ示す。モード×対象項目のクロス表に関する（推

測）統計指標を参照する。「その他」「わからない（無回答）」を外す操作により項目毎に分析サン

プルサイズが減じ，面接方式では n=922～1137, 留置方式では n=1040 ～1167 となっている。 
 
3 結果 
 項目単位でクロス表の検定が有意に（したがって回答比率が異なる）なった項目は p<0.001 で

16 項目、p<0.01 で 9 項目、p<0.05 で 2 項目となり，多くの項目(27/41)でモード間の回答比率の

差が観察される結果となった。 
 表1は項目単位の比率差の大きさをクロス表のクラメル連関係数で評価した場合の上位15傑で

ある。（項目ラベル欄の#以下の表示は「日本人の国民性調査」での整理番号とニックネーム）。 
上位には満足感に関わる項目

が多く含まれる。上位の 2 項目

をみると，“#2.3i 仕事や職場に

満足か”では，「満足」との回答

が面接 22.7%/留置 11.2%のよう

に，“#8.6 選挙への関心”では，

「なにをおいても投票する」と

の回答が面接37.7%/留置26.6%
のように，それぞれ 10 ポイント

以上の開きがある。調査員を前

にすると不満感を表明しにくい

とか，選挙への関心の高さのような社会的に望ましい選択肢を志向する等の理由により，面接調

査のこれらの選択肢の回答比率が多くなったものと推察される。 
 
4 考察 
非自記式と自記式に関して従来研究と類似の傾向での差異が見られる。二つの調査では回収標

本の人口統計的属性の分布が異なるが，属性分布の調整を行っても両者の差は埋まらないものと

想定される。モード間の差は主に社会的な望ましさに対する反応の違いに起因するとも指摘され

ており，研究事例の蓄積で差の生じやすさについての経験則を得ることが重要と考えられる。 
 

(代表著者連絡先 E-mail: maeda@ism.ac.jp) 

順位 項目ラベル カテゴリ数 Cramer V p value
1 #2.3i 仕事や職場に満足か 4 0.166 1.208.E-11
2 #8.6 選挙への関心 4 0.139 1.420.E-09
3 #2.3d 社会に満足か 4 0.137 3.490.E-09
4 #2.3k 健康状態に満足か 4 0.135 4.561.E-09
5 #7.37 自分だけとり残されているか 2 0.120 6.454.E-08
6 #2.3j 余暇に満足か 4 0.119 4.975.E-07
7 #8.9 社会不満の表し方 4 0.116 1.468.E-06
8 #9.12x2 日本の「国民の幸福度」 4 0.115 1.719.E-06
9 #2.3l 生活全体に満足か 4 0.113 2.076.E-06

10 #2.3c 家庭に満足か 4 0.112 2.711.E-06
11 #2.30g 不安感　原子力施設の事故 4 0.111 3.394.E-06
12 #2.30f 不安感　戦争 4 0.102 2.871.E-05
13 #7.1 人間らしさはへるか 3 0.102 8.785.E-06
14 #9.12x3 日本の「価値観の多様さ」 4 0.097 1.264.E-04
15 #8.80* 国家目標 言論の自由 2 0.092 1.019.E-05

表 1 モード間の差が大きい項目 15 傑 
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